
日時 ： 平成24年9月2日(日) 13：00～15：45  
 
会場 ： 北海道大学 学術交流会館 第1会議室（定員150名） 
 
参加方法 ： 参加費無料 / 事務局宛に事前予約をお願い致します 
 
本講座は、国際原子力人材育成イニシアティブ事業『多様な環境放射能問題に対応可能な国際的
人材の機関連携による育成』（文部科学省補助事業 ）のプログラムの一つです。 

13：00～13:10 開会挨拶 

13：10～14:10 

学生によるミニレクチャー 
1. 食品の「新しい規制」にまつわる疑問に答える 
2. 食品の検査・規制の実態はどうなっているのか？（1.陸産物） 
3. 食品の検査・規制の実態はどうなっているのか？（2.海産物） 
質疑 

14：10～14：20 休憩 

14：20～15：20 
特別講座 
「福島原発事故からの１年６か月－新生福島の実現への闘い－」 
菅野孝志（JA新ふくしま代表理事専務） 

15：20～15：30 全体質疑 

15：30～15：45 閉講挨拶、各種案内 

〈プログラム〉 

申込・問い合わせ先： 
原子力人材育成「環境放射能」事務局 
北大・工学研究院・原子力環境材料学研究室内 小崎、犬飼(Tel: 011-706-6688) 
URL：http://env-rad.qe.eng.hokudai.ac.jp/  e-mail : secretar@env-rad.qe.eng.hokudai.ac.jp 

食品の放射能検査・規制についてのミニレクチャーと、福島からの報告をまじえ、 
食の安全のあり方について市民のみなさんと一緒に考えます。 

〈特別講座〉 

東京電力福島第一原子力発電所事故から1年6ヶ月。事故は農産物へ多大な被害をもたらした。

この大災害によっても農の営みを放棄することなく、子孫に豊かな自然、環境、農業、農村風景を
残すために新ふくしま農業協同組合が果敢に取り組んだ幾つもの挑戦を紹介する。また、安全・
安心な農産物の出荷に対する生産者の努力を報告する。 
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